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こ
の
た
び
８
町
合
併
に
伴
う
５
月
14
日
の

南
島
原
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
皆

様
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
当
選
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
南
島
原
市
の
初
代
市
長
に
就

任
す
る
と
い
う
、
そ
の
意
味
の
重
さ
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
改
め
て
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
の
大
合
併
の
風
を
受
け
、
こ
の
島
原

半
島
も
新
し
い
枠
組
み
の
中
で
の
船
出
と
な

り
ま
し
た
。
「
さ
あ
、
は
じ
め
よ
う
。
新
し

い
南
島
原(

ふ
る
さ
と)

づ
く
り
」
を
念
頭

に
置
き
、
８
つ
の
心
を
一
つ
に
し
て
新
し
い

ふ
る
さ
と
づ
く
り
、
市
民
と
と
も
に
考
え
る
、

開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
は
中
央
に
頼
ら
な

い
自
立
が
求
め
ら
れ
、
リ
ー
ダ
ー
の
責
任
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

私
は
、
３
期
11
年
の
県
議
会
議
員
と
し
て
長

崎
県
の
中
に
故
郷
発
展
の
た
め
、
微
力
な
が

ら
そ
の
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
県

政
の
運
営
に
携
わ
り
、
ほ
か
の
地
域
と
比
べ

て
故
郷
の
素
晴
ら
し
さ
を
か
み
し
め
る
と
と

も
に
、
時
に
は
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
ま

だ
ま
だ
発
展
の
余
地
が
十
分
に
あ
る
こ
と
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
思
い
を
形

に
し
て
、
市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
ま
い

進
す
る
所
存
で
す
。

　
私
は
、
南
島
原
市
を
活
気
あ
ふ
れ
る
ふ
る

さ
と
に
す
る
た
め
、「
新
し
い
し
く
み
」「
産

業
の
振
興
」「
観
光
の
推
進
」「
教
育
・
文
化

の
充
実
」
「
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
」
に
つ

い
て
、
33
項
目
の
「
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
「
ロ
ー

カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
の
政
策
と
、
合
併
協

議
会
で
決
定
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
こ

れ
ま
で
培
っ
た
政
治
経
験
と
市
民
の
皆
さ
ま

の
声
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
夢
あ
ふ
れ
る
各

種
政
策
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
「
南
島
原
市
」
建
設
の
一
歩
一
歩
が

力
強
く
踏
み
出
し
て
い
け
る
よ
う
、
ま
た
、

市
民
皆
様
の
一
層
の
幸
せ
を
推
進
す
る
た
め

に
、
精
魂
を
傾
け
る
決
意
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
市
民
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各

位
の
温
か
い
ご
理
解
と
、
な
お
一
層
の
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
市
長
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　選挙二日後、５月16日㈫に当選証書付与式

が市役所内で行われ、狩野選挙管理委員会委員

長から松島新市長に当選証書が手渡されました。

　狩野委員長は冒頭で「ご当選おめでとうご

ざいます。私たち５万６千人の市民を、どう

ぞよろしくお願いします。」と新市長に思いを

述べました。

　その後の就任挨拶で、市長は職員に対し、「南

島原市を活気あふれるふるさとにするため、

事務の効率化と行政サービスを念頭において、

個々の資質を高めていただきたいと思います。

市役所とは市民の皆さまの役に立つ職員がい

る所です。」と今後の市政運営への最大限の協

力を求めました。

1 9 , 1 6 2

1 9 , 0 8 3

当　選

市長選開票結果（敬称略）

松　　島　つぐよし

さ と う　寿　　信

　３月31日に発足した南島原市の最初のリーダーを決する

選挙が 5 月14日㈰に行われ、初代市長として、松島世佳新

市長が誕生しました。

　今回の選挙は、深江町、布津町、有家町、西有家町、北

有馬町、南有馬町、口之津町、加津佐町の８町が合併し、

新しい枠組みの中で、初めての選挙となりました。

　市民５万６千人の舵取り役を決める選挙となったため、

その関心度は非常に高く、85パーセントを超える投票結果

となりました。

市
民
の
皆
さ
ま
へ
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　　　　　 氏　　 名　　 得票数　　　

1,803

1 ,753

1 ,400

1 ,329

1 ,271

1 ,246

1 ,229

1 ,212

1 ,145

1 ,112

1 ,070

1 ,032

0 ,901

0 ,876

0 ,875

0 ,837

0 ,826

0 ,803

0 ,803

0 ,778

0 ,773

0 ,730

0 ,727

0 ,724

0 ,694

0 ,688

0 ,679

0 ,668

0 ,667

0 ,646

0 ,641

0 ,612

0 ,597

0 ,560

0 ,543

0 ,539

0 ,505

0 ,496

0 ,486

0 ,464

0 ,463

0 ,437

0 ,404

0 ,370

0 ,350

0 ,310

0 ,273

0 ,256

0 ,255

0 ,250

0 ,134

0 ,038

　　　

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

投　　票　　場　　所

深江ふるさと伝承館

瀬野避難所

小林小学校体育館

ふかえ勤労者会館

飯野小学校体育館

布津小学校第二分校

布津公民館

布津小学校第一分校

有家保健センター

蒲河小学校体育館

新切小学校体育館

有家農業構造改善センター

堂崎小学校木場分校

有家堂崎公民館

有家中学校柔剣道場

西有家Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

西有家中学校体育館

西有家公民館長野分館�

長野小学校塔ノ坂分校

慈恩寺小学校体育館

見岳小学校体育館

北有馬ピロティー文化センター日野江

北有馬田平住民センター

北有馬灰木住民センター

北有馬幼稚園

北有馬折木公民館

原城オアシスセンター

吉川小学校

白木野小学校

古園小学校

梅谷小学校

夏吉公民館

投 票 区 名

第１投票所

当日有権者数・男

1,160人

当日有権者数・女

1,386人

投票率・男

66.12%

70.38%

68.91%

60.18%

78.39%

80.18%

70.57%

67.98%

69.56%

76.98%

76.09%

76.11%

75.76%

70.31%

72.83%

77.07%

69.50%

74.86%

87.88%

77.19%

78.19%

73.75%

77.73%

79.71%

69.90%

81.10%

67.27%

71.61%

77.00%

70.47%

84.62%

87.18%

58.02%

52.91%

49.87%

53.91%

83.64%

81.58%

70.10%

64.56%

63.12%

598人

826人

735人

508人

365人

719人

524人

1,437人

340人

532人

403人

394人

409人

392人

604人

2,020人

403人

34人

294人

353人

902人

228人

210人

335人

151人

1,315人

471人

333人

437人

122人

44人

1,113人

1,305人

466人

205人

1,022人

244人

203人

1,094人

850人

5,002人

520人

685人

673人

435人

328人

615人

484人

1,222人

265人

414人

339人

363人

357人

368人

519人

1,692人

370人

33人

263人

321人

758人

211人

207人

289人

127人

1,100人

391人

287人

386人

117人

39人

891人

1,134人

391人

243人

825人

228人

194人

869人

686人

3,474人

第２投票所

第３投票所

第４投票所

第５投票所

第６投票所

第７投票所

第８投票所

第９投票所

第10投票所

第11投票所

第12投票所

第13投票所

第14投票所

第15投票所

第16投票所

第17投票所

第18投票所

第19投票所

第20投票所

第21投票所

第22投票所

第23投票所

第24投票所

第25投票所

第26投票所

第27投票所

第28投票所

第29投票所

第30投票所

第31投票所

第32投票所

口之津第一体育館第33投票所

口之津第二体育館第34投票所

早崎地区公民館

津波見小学校体育館

野田小学校体育館

宮原名環境改善センター

六反田ふれあいセンター

加津佐東小学校体育館

加津佐町商工会館

第35投票所

第36投票所

第37投票所

第38投票所

第39投票所

第40投票所

第41投票所

町 名

期 日 前 投 票南 島 原 市

88.25%3,545人3,038人深 江 町 全 体

88.35%2,116人1,862人布 津 町 全 体

86.12%3,907人3,328人有 家 町 全 体

87.59%3,708人3,198人西 有 家 町 全 体

86.87%1,826人1,592人北 有 馬 町 全 体

84.05%2,722人2,320人南 有 馬 町 全 体

79.76%2,884人2,416人口 之 津 町 全 体

86.80%

投票率・女

58.01%

67.39%

66.22%

62.04%

75.59%

76.99%

68.71%

64.50%

66.18%

75.29%

67.29%

72.95%

71.57%

69.93%

70.92%

71.19%

69.90%

72.70%

85.29%

66.33%

79.60%

73.73%

68.86%

74.76%

70.75%

76.82%

67.22%

69.64%

69.67%

74.14%

84.43%

79.55%

54.72%

50.04%

47.21%

65.37%

52.64%

74.18%

72.41%

66.91%

66.35%

87.22%

90.31%

86.95%

89.37%

86.20%

86.85%

84.92%

82.06%

投票率・合計

61.70%

68.78%

67.44%

61.15%

76.88%

78.50%

69.57%

66.17%

67.73%

76.03%

71.14%

74.39%

73.58%

70.10%

71.84%

73.91%

69.72%

73.74%

86.57%

71.45%

78.93%

73.73%

73.12%

77.22%

70.35%

78.78%

67.25%

70.53%

73.06%

72.42%

84.52%

83.13%

56.19%

51.37%

48.42%

59.15%

66.49%

77.75%

71.28%

65.87%

64.91%

87.70%

89.39%

86.57%

88.55%

86.51%

85.56%

82.57%

84.23%3,618人

当日有権者数・合計

2,546人

1,118人

1,511人

1,408人

943人

693人

1,334人

1,008人

2,659人

605人

946人

742人

757人

766人

760人

1,123人

3,712人

773人

67人

557人

674人

1,660人

439人

417人

624人

278人

2,415人

862人

620人

823人

239人

83人

2,004人

2,439人

857人

448人

1,847人

472人

397人

1,963人

1,536人

8,476人

6,583人

3,978人

7,235人

6,906人

3,418人

5,042人

5,300人

6,663人3,045人

投票者数・男

767人

投票者数・女

804人

403人

547人

456人

384人

281人

494人

338人

951人

256人

358人

294人

282人

286人

278人

430人

1,412人

293人

29人

195人

281人

665人

157人

157人

237人

116人

884人

328人

232人

324人

103人

35人

609人

653人

220人

134人

538人

181人

147人

732人

564人

366人

472人

405人

341人

263人

434人

329人

850人

204人

315人

258人

275人

251人

268人

400人

1,176人

277人

29人

203人

251人

559人

164人

165人

202人

103人

740人

280人

221人

272人

99人

34人

517人

600人

195人

131人

690人

186人

136人

561人

433人

2,210人2,010人

1,497人1,367人

2,705人2,421人

2,640人2,336人

1,332人1,193人

1,906人1,646人

1,482人1,312人

2,296人

投票者数・合計

1,571人

769人

1,019人

861人

725人

544人

928人

667人

1,801人

460人

673人

552人

557人

537人

546人

830人

2,588人

570人

58人

398人

532人

1,224人

321人

322人

439人

219人

1,624人

608人

453人

596人

202人

69人

1,126人

1,253人

415人

265人

1,228人

367人

283人

1,293人

997人

86.04%24,326人20,799人南 島 原 市 全 体南 島 原 市 86.62% 86.35%45,125人 21,070人17,896人 38,966人

4,220人

2,864人

5,126人

4,976人

2,525人

3,552人

2,794人

4,433人2,137人加 津 佐 町 全 体

深

江

町

布

津

町

有

家

町

西

有

家

町

北

有

馬

町

南

有

馬

町

加

津

佐

町

口

之

津

町

市議選開票結果（定数30人）
南島原市長選 投票所別投票率

梶 原  し げ と し

ま つ も と  政 博

中 村  ひ さ ゆ き

宮 崎  よ し あ き

林 田  ひ さ と み

しらひげ さだとし

日  向   義  忠

本  田   龍  一

中  村   一  三

下 田  と し は る

山  本   芳  文

立  石   敏  彦

くわはら こうじ

平 石  か ず の り

柴  田   恭  成

川  田   典  秀

くさやなぎ 寛衛

渡 部  き よ ち か

岩 永  か ず あ き

吉田 こういちろう

くまべ まさひろ

渡  辺   昇  治

く ま べ 　 和  久

たかき　かずえ

井  上   末  喜

黒　岩　えいお

浦　田　まさし

吉　岡　いわお

こじま　光　明

ま つ な が  忠 次

志  岐   好  春

福 島  の り や す

平  石   孝 春

石　橋　トヨキ

林 田  ま さ か つ

石 橋  ま さ の り

増　田　あつし

川　田　みのる

梶　原　てるお

松 永  り ん ぞ う

は ま さ き  輝 久

本  多   大  助

林 田  や す の り

佐  藤   信  人

三  宅   宣  博

いつき　良　子

井  上   安  彦

高  原   純  夫

小　松　ひろき

たうら　秀　臣

吉　田　ゆうじ

ありた　　　寛

『関心の高かった市長選挙』

　5 月14日㈰に行われた南島原市長選挙は、市内41カ所の投票所

で午前７時から午後６時まで行われ、午後８時から「ありえコレジ

ヨホール」で即日開票されました。

　投票日前日まで、期日前投票が市内８カ所で行われ、有権者の約

19パーセントにあたる8,476 人が投票し、同選挙に対する高い関心

がうががえました。

　投票終了時の午後６時までには有権者45,125 人のうち86.35パー

セントにあたる38,966人（当日投票者30,490人に期日前投票者

8,476人を加えたもの）が投票を行いました。

　開票は深夜までつづき、両陣営の運動員や一般市民などが開票の

推移をかたずをのんで見守っていました。

『混戦だった市議会議員選挙』

　市長選挙同日、南島原市議会議員一般選挙が行われ、市長選挙と

あわせ即日開票されました。

　あたらしい定数が30名となった同選挙は、合併直後から市民の

関心度は高く、その議席をめぐり、激しい選挙戦がくりひろげられ

ました。

　旧８町から、あわせて52名が立候補した選挙は、市長選挙と同

日ということもあり、86.35パーセントという投票率をのこしました。

　開票は即日開票でしたが、市長選挙以上に開票作業は困難をきわ

め、同姓や同名などの按分作業においては、１票以下の得票数が当

落を決するため、１票１票の確定に時間を要しました。そのため、

最終確定時間が未明にまでおよびました。

※按分による得票数の少数点以下は省略
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① ５９　　② 加津佐町

③ 無所属　④ 無職

 

浦
　
田
　
　
　
正

① ５８　　② 布津町

③ 無所属　④ 漁業

 

吉
　
岡
　
　
　
巖

① ５２　　② 布津町

③ 無所属　④ 会社役員

 

小
　
嶋
　
光
　
明

① ５１　　② 有家町

③ 無所属　④ 自営業

 

松
　
永
　
忠
　
次

① ４３　　② 布津町

③ 無所属　④ 老人福祉施設職員

 

隈
　
部
　
和
　
久

① ５６　　② 西有家町

③ 無所属　④ 食堂経営

① ５３　　② 口之津町

③ 無所属　④ 会社員
 

井
　
上
　
末
　
喜

① ５３　　② 北有馬町

③ 無所属　④ 農業

 

黒
　
岩
　
英
　
雄

① ４９　　② 深江町

③ 無所属　④ 保険代理業

 

岩
　
永
　
和
　
昭

① ３９　　② 深江町

③ 無所属　④ 漁業
 

吉
　
田
　
幸
一
郎

① ５８　　② 布津町

③ 無所属　④ 農業

 

隈
　
部
　
政
　
博

① ５３　　② 有家町

③ 無所属　④ 保育園長

① ６３　　② 北有馬町

③ 無所属　④ 飲食業

 

柴
　
田
　
恭
　
成

① ５６　　② 深江町

③ 無所属　④ 会社役員

 

川
　
田
　
典
　
秀

① ６０　　② 布津町

③ 無所属　④ 自動車販売業

① ７１　　② 有家町

③ 無所属　④ 農業

 

渡
　
部
　
清
　
親

① ５９　　② 口之津町

③ 無所属　④ 会社役員

 

山
　
本
　
芳
　
文

① ６４　　② 口之津町

③ 無所属　④ 自営業

 

立
　
石
　
敏
　
彦

① ６６　　② 西有家町

③ 日本共産党　④ 政党役員

 

桑
　
原
　
幸
　
治

① ５５　　② 有家町

③ 無所属　④ 会社役員

 

平
　
石
　
和
　
則

① ６７　　② 加津佐町

③ 無所属　④ 飲食業

 

日
　
向
　
義
　
忠

① ５４　　② 深江町

③ 無所属　④ 保育園長

 

本
　
田
　
龍
　
一

① ５３　　② 南有馬町

③ 無所属　④ 会社社長

 

中
　
村
　
一
　
三

① ５６　　② 布津町

③ 無所属　④ 弁当販売業

 

下
　
田
　
利
　
春

① ５５　　② 西有家町

③ 公明党　④ 製麺業

 

中
　
村
　
久
　
幸

① ６３　　② 南有馬町

③ 無所属　④ 無職

① ４７　　② 加津佐町

③ 無所属　④ 会社員

 

林
　
田
　
久
　
富

① ４６　　② 有家町

③ 無所属　④ 会社役員

 

白
　
髭
　
貞
　
俊

① ５８　　② 加津佐町

③ 無所属　④ 農業

 

松
　
本
　
政
　
博

① ６１　　② 西有家町

③ 無所属　④ 農業

 

梶
　
原
　
重
　
利

 

草
　
　
　
寛
　
衛

 

　
　
木
　
和
　
　

 

渡
　
　
　
昇
　
治

 

宮
　
　
　
義
　
彰

市民の代表 30名の
顔ぶれ

① 年齢  ② 出身町  ③ 党派  ④ 職業
※右から左へ五十音順。年齢は６月１日現在のものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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　４月29日㈯のみどりの日、有家町のありえ俵石自然運動公園で「自

然と遊ぼう２００６」が開催されました。

　１９８９年より始まった「そうめん流し」は、平成８年より「自

然と遊ぼう」としてバザーやフィールドアスレチック開放なども

加わり、毎年多くの人で賑わっています。今年は新市発足後、最

初のそうめん流しイベントということもあり、遠方からの参加も

多く、約１ ,700 人の来場者がありました。初夏の陽射しの下、バ

ザー、有家中学校吹奏楽部の演奏、小学生によるチャレンジコー

ナーなど楽しいイベントに加え、町興しグループ「寄手見遊会」

によって３回行われたそうめん流しでは、用意されていた約２ ,500

人分のそうめんもあっという間になくなりました。

　大型連休中の 5 月 4 日、『第38回西有家戸ノ隅公園滝

祭り』が、西有家町長野の戸ノ隅公園広場および滝つぼ

で開催されました。昭和47年から始まったこの祭りは、

もともと地元の議員や有志が、『せっかくすばらしい滝

にも恵まれていることであるし、地域の振興に役立てれ

ば。』と企画し長野地区16町内会が役員となり、そうめ

ん業者の協力などにより開催されるようになりました。

　今年の主な内容は、そうめん流し、演芸会（西有家太

鼓・舞踊・長野保育園演芸・カラオケ大会）町内対抗パ

ットゴルフ、くじ引き、幸運の福引き抽選会など楽しさ

満載でした。

　祭りの実行委員長である井上福嬉さんは『８町合併後、

南島原市として始めての開催ですが、今後も全市的なお

祭りとしてずっと続けていきたい。』と今後の意欲もみ

せられました。　

　またこの日は絶好の行楽日和という事もあり、市内外

から多くの行楽客で賑わいました。  　　

　大学を卒業後、同省蒲田学院で日本語教師として勤務

されていました。今回、北有馬町が中国福建省羅源県と

友好交流を推進していることから、９代目の国際交流員

として初来日され、約 1 年間、北有馬総合支所に勤務さ

れます。4 月17日、着任の挨拶のため南島原市役所を訪

れた林さんに、元山市長職務執行者は、「南島原市は８

つの町が合併によりひとつの新しい市となりました。た

くさんの人たちとふれあい、また色々な話を聞く事で、

それぞれの町の特色や、日本の文化や歴史を吸収し勉強

してください。」と激励しました。林さんは「中国の人

たちはとても日本に興味を持っています。私は日本の方

に中国のことをたくさん知ってほしいし、中国の人たち

にもっとたくさん日本のことを伝えたいです。身近な経

験から勉強したことを中国で活かしたい」と抱負を語り

ました。

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
敬
称
略
ー

【
運
輸
行
政
事
務
功
労
】

☆
瑞
宝
小
綬
章

　
元
口
之
津
海
員
学
校
長

　
佐
々
木
俊
次

（
71
歳
　
口
之
津
町
）

【
更
生
保
護
功
労
】

☆
瑞
宝
双
光
章

　
保
護
司

　
田
口
　
淑
郎

（
74
歳
　
口
之
津
町
）

　
　

【
社
会
福
祉
功
労
】

☆
瑞
宝
単
光
章

　
元
民
生
・
児
童
委
員

　
　
見
　
淳
一

（
72
歳
　
加
津
佐
町
）

【
消
防
功
労
】

☆
瑞
宝
単
光
章

　
元
加
津
佐
町
消
防
団
副
団
長

　
松
田
　
　
功

（
71
歳
　
加
津
佐
町
）

●趣味は…

　卓球・バドミントン・水泳

●特技は…

　書道・篆刻（てんこく）
　※篆刻とは木・石などの印材に

　　文字を彫ること。

●好きな日本食は…

　刺身・寿司・てんぷら

　（なんでも好き！）

よっ て み ゆう かい

ら げん

西有家

第38回
西有家戸ノ隅公園滝祭り

涼しげにそうめんをツルツル。

北有馬

有 家 自然と遊ぼう２００６

▲おいしいそうめんににっこり▲全長70メートルのそうめん流し

▲楽しい遊具がたくさんあります。

▲まってました～。

春 

の 

叙 

勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

国際交流員 林　　莉さん

が着任しました。

りん い り

林　　莉さん（中国・福建省出身 22歳）
りん い り

林　　莉さん
（中国・福建省出身 22歳）

りん い り

▲名所でのそうめんは格別！

▲出し物も盛りだくさんでした。
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　大型連休後半の5月6日㈯、北有馬町日野江の里天守

閣タワー広場において、『日野江の里メロン祭』が開催

されました。

　これは、毎年この時期に行われているプリンスメロン

の直売会で、エコ・パーク論所原直売所組合が主催し開

催しています。今年も例年どおり午前 6時30分から販

売が開始されましたが、早朝にもかかわらず、多くのお

客さんが足をはこびました。

　今年は天候の影響もあり、豊作とまではいかなかった

ものの、その香り立つ独特のにおいはおいしさを十分に

予感させるもので、子供たちは『早く食べたーい！』と

はしゃいでいました。

　直売会はその場で直接送付できる宅配サービスがある

こともあり、多くのお客さんが“地元の旬の届けものを”

と、福岡や東京方面のあて先を記入していました。

　4月24日㈪、加津佐町津波見地区で孝子祭が開かれま

した。

　孝子・安永安治は、親や地域の人たちの為に大変よく

尽くした人で、その善行は、江戸時代の「本朝孝子伝」

に全国二十四孝の一人として紹介されています。毎年、

その命日である4月 24日に安治の徳を称えて、津波見

地区住民による『孝子祭』が開かれており、今年は299

回忌になります。児童代表の松田拓也君（津波見小学校

６年）は「これからも安治さんの行いを広く伝えていき

たい」と祭文を捧げました。最後に津波見小学校児童全

員で「孝子の歌」を合唱し、安治の心を歌い上げました。

　4月23日㈰、西有家町の見岳小学校において『第47

回見岳名民体育祭』が開催されました。市内でもめずら

しいこの体育祭は、見岳名の８自治会が毎年開催してお

り、準備から競技進行まですべて自分たちの手で行う、

まさに手作りの体育祭です。

　和気あいあいとした雰囲気の大会は、７つのチームに

分かれ全34種目を競い合いました。

　㈶自治総合センターでは、宝くじの普及広報事業の一

環として、コミュニティ助成事業など、地域住民が行う

様々な活動に助成が行われ、地域コミュニティの活性化

が期待されています。本市では、このコミュニティ助成

事業を活用し、南有馬町の「歓皆の会」が原城一揆まつ

りで建立する一夜城に助成を行いました。

　４月24日㈪、和光園に入所中の笹田岩雄さん（北有

馬町出身・74歳）が、西有家町の龍石小学校と長野小

学校の子供たちへ竹とんぼを寄贈されました。

　きっかけは以前から手先が器用だった笹田さんへ施設

職員の方が話をもちかけたところ、『子供たちが喜んで

くれるのなら』と快諾し、今年はじめから製作開始。一

本５分ぐらいで製作されるそうですが、多いときは１日

30本以上作られたそうです。

　『子供たちが竹とんぼで遊んで、道具を使ったものづ

くりの楽しさや、想像力を養うきっかけとなれば…。』

と運動場で遊ぶ子供たちを柔和な顔で見守っていました。

かん な

ゲタとゾウリ
あやしい空もようです。とと様はゲタを、
かか様はゾウリをはいていきなさいと。
困った安治さんは片方ずつはいて…

こう し さい

こう し

加津佐

忘れません、親孝行の気持ち

北有馬

北有馬 日野江の里メロン祭

▲そっちに転がらないで！

▲順番にならんで…

西有家

第47回 見岳名民体育祭

手づくりの体育祭です。

南有馬

宝くじ助成で「一夜城」が
建てられました

原城一揆まつり

西有家

楽しいよ、竹とんぼ！
笹田岩雄さんが竹とんぼを寄贈

津波見地区で孝子祭開催
こう し さい

エコ・パーク論所原直売所組合主催
ろんしょばる

▲おいしそうなにおいだね！

ご意見・ご提案もお待ちしています。総務部総務課秘書班または各総合支所まで教えて下さい。

南島原市 総務部 総務課　TEL050-3381-5001 FAX0957-82-3086     E-mail info@city.mainamishimabara.lg.jp

ちょっとした話題やいい話ありませんか？ちょっとした話題やいい話ありませんか？
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　少子・高齢化社会が進むなか、現代社会にあった制度にするために、これまで

の世代間での税負担の格差を縮め、どの世代においても、広く公平に、税を担う

能力に応じて負担を分かち合うための法律改正が行われました。

（１） 65歳以上の方の市・県民税が改正されます

（２） 妻の均等割額が改正されます

（３） 定率減税が少なくなります

（１）65歳以上の方の市・県民税について

　　 【改正の内容】

　　　① 公的年金等控除の改正（140万円→120万円）

　　　② 非課税措置の廃止

　　　③ 老年者控除の廃止（48万円→0円）

　　　◆ 公的年金等収入の所得計算法　65歳以上（昭和16年１月１日以前に生まれた方）の方 ◆

（２）妻の均等割額について

　　　　『均等割の納税義務を負う夫と生計をともにし、夫と同じ市町村内に住んでいる妻』に適用されてい

　　　た均等割の非課税制度がなくなります。
　　　　これにより、平成17年度は経過措置により２分の１が減額されていましたが、今年度以降は全額課税
　　　されます。

（３）定率減税について

　　　　これまで、所得割額の15％が一律に減額されていましたが、平成18年度から減税が半減します。

　　 【15％（４万円を上限）→ 7.5％（２万円を上限）】

　　平成18年４月１日から支給対象年齢が、これまで

　の小学校３年生（９歳到達後最初の年度末）までから、

　小学校６年生（12 歳到達後最初の年度末）までに拡

　大され、併せて所得制限が引き上げられます。制度改

　正により、新たに児童手当を受けられる場合は、請求

　手続きが必要になります。なお、この改正による新規

　請求は、平成18年 9 月30日までに受け付けたものに

　限り、4 月 1 日（または支給要件に該当した日）に遡

　って支給されます。

　　これまで、その児童に係る児童手当を受給していた場合、手続きは必要ありません。

　　その児童の兄弟姉妹に係る児童手当を受給されている場合は、額改定の認定請求が必要となります。

　　これまで、受給していない場合は新規の認定請求が必要です。

　　所得制限限度額の引き上げにより、新たに手当

　を受給できる場合がありますので、新規認定請求

　の手続きが必要となります。所得限度額は次のと

　おりです。

　　所得制限限度額は、前年（１月から 5 月までの

　月分については前々年）の所得額で判定します。

　　所得には一定の控除があります。また所得制限

　は年によって変更されることがありますので、詳

　しくは市民課窓口へお問い合わせください。

　　　　　　　　● 印かん（認印で可）　　　　　　　● 申請者及び児童の健康保険者証の写し

　　　　　　　 ● 申請者名義の預金通帳の写し　  ● 所得証明書

　　６月は、児童手当受給者の「現況届」提出の月です。忘れずに提出しましょう！

（今年1月1日の時点に、請求する市町村に住所がなかった場合）

770万円以上 Ａ×0.95 － 1,555,000円

410万円以上770万円未満 Ａ×0.85 － 0,785,000円

330万円以上410万円未満 Ａ×0.75 － 0,375,000円

330万円未満         Ａ － 1,200,000円

年金収入（Ａ） 所得計算方法

改正後 ： 平成18年度課税

820万円以上 Ａ×0.95 － 2,030,000円

460万円以上820万円未満 Ａ×0.85 － 1,210,000円

260万円以上460万円未満 Ａ×0.75 － 0,750,000円

260万円未満         Ａ － 1,400,000円

年金収入（Ａ） 所得計算方法

改　正　前

532.0万円

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

自営業者
（国民年金加入者）

扶養親族等の数

570.0万円

608.0万円

646.0万円

684.0万円

460.0万円

498.0万円

536.0万円

574.0万円

０人

１人

２人

３人

612.0万円 ４人
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　　南島原市では、統計法に基づく指定統計調査（国勢調査や事業所・企業統計調査など）で、　

　統計調査員として活動していただける方を募集しています。統計調査員の仕事を希望する方に　

　あらかじめ登録調査員として登録していただき、統計調査実施の際に従事について依頼し、統　

　計調査員として活動していただきます。

　　　　：調査員は誰でもなれるの？

　　　　：調査活動に熱意を持って従事していただける方、秘密の保持に関して責任を持てる方な

　　　　　ら誰でもなれます。ただし、職種によっては調査員になれない場合があります。

　　　　：調査員はいったい何をするの？

　　　　：事務の流れを大まかに言うと、市または県から調査用品の受取、調査対象の把握、調査

　　　　　票の配布及び回収、調査票の記入内容のチェック、市または県へ調査票の提出などを行

　　　　　っていただきます。また調査員としての任命期間は、調査によって異なりますが、１～

　　　　　２ヶ月間です。任命期間中も毎日調査活動に従事する必要はなく、指定された期間内に

　　　　　調査事務を済ませていただければよいことになっています。

　　　　：調査活動中にケガしたら、どうするの？

　　　　：調査員に任命されると、その時点で身分上は非常勤の公務員となります。調査活動中に

　　　　　万一ケガをされた場合は、公務災害補償の認定対象となります。また、日本統計協会が

　　　　　実施している統計調査総合保障制度というものがあります。

　　　　：調査員はボランティア？

　　　　：調査員には調査活動に従事した対価として、報酬が支払われます。報酬額は、調査の種

　　　　　類により、調査活動にかかる日数を考慮して定められていますが、おおむね１～５万円

　　　　　程度です。（必ずしもこの範囲内とは限りません。）

　　●20歳以上の健康な方（男女問いません）

　　●調査期間中、調査活動に従事でき、統計調査に熱意のある方

　　●秘密の保持に関して責任の持てる方

　　※興味のある方は、お気軽に下記までお問い合わせください。

　　●７月31日㈪までに、各支所総務課及び住民センターの市民課に申し込みをお願いします。

　市営住宅下記団地（11戸）が空室となりましたので入居者を募集します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　平成18年６月１日㈭～14日㈬
　

　　・収入が基準に該当する方

　　・現に同居しているか同居しようとする親族が

　　　ある方、または一定資格の単身者

　　　※（婚姻の届出をしないが事実上婚姻関係と同様

　　　　の事情にある者または婚姻の予約者を含む。）

　　・住宅に困っている方

　　・市内に保証人となられる方がいるなど、

　　　すべての条件を満たしている方

　　・市営住宅申込書

　　・住民票（世帯全員分）

　　・所得証明書など収入状況を証明する書類（世帯全員分）

　　・事実を証明する書類（納税証明書等）

　●入居者の資格要件を満たした申込者の数が募集戸数を超える場合は、公開抽選を行います。

　　長崎県と南島原市では、6月15日から7月14日までの1カ月間を『農薬危害防止運動月間』と

　定め、農薬事故を防止する運動を実施しています。

　　農薬を使用するにあたっては、もう一度次のことに注意して、適正な使用を心がけましょう。

　　　① 使う前に、もう一度ラベルを読んで、使用上の注意事項を守りましょう。

　　　② 散布の際は、防除衣、メガネ、マスクなどをきちんと着けましょう。

　　　③ 散布にあたっては、風向きや周辺作物、用排水路のことを考え、農薬の飛散を最小限に

　　　　 抑え、近接圃場の栽培作物、周囲の人家、家畜、河川などへの影響に十分注意しましょう。

　　　④ 農薬散布器具の洗浄を徹底しましょう。

　　　⑤ 農薬は、鍵のかかる場所に保管するなどして、盗難やいたずらをされないよう気をつけ

　　　　 ましょう。

　　なお、農薬の取り扱い方法や病害虫の防除方法についての詳しいことは、県病害虫防除所や最

　寄りの農業改良普及センター、南島原市農林水産部農林課などへお気軽にご相談ください。

Ｑ１

A

Ｑ２

A

Ｑ３

A

Ｑ４

A

団　　地　　名 募集戸数

4　戸

1　戸

1　戸

1　戸

1　戸

深  江  馬  場  団  地

布  津  寺  田  団  地

有  家  蒲  河  団  地

南 有 馬 新 砂 原 団 地

南 有 馬 北 岡 団 地

1　戸

1　戸

口 之 津 白 浜 団 地

加  津  佐  旭  団  地

1　戸加 津 佐 女 島 団 地

※布津寺田団地は特定公共賃貸住宅です。
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最新設備で市民の安全を守る最新設備で市民の安全を守る 竣工
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南島原市
の人口
南島原市
の人口
南島原市
の人口

お問い合わせは

南島原市役所

☎050-3381-5000

深江総合支所

☎050-3381-5120
布津総合支所

☎050-3381-5130
有家総合支所

☎050-3381-5140
西有家住民センター

☎050-3381-5151
北有馬総合支所

☎050-3381-5160
南有馬総合支所

☎050-3381-5170
口之津総合支所

☎050-3381-5180
加津佐総合支所

☎050-3381-5190

人

平成18年４月末日現在（住基人口）

5 6 , 0 4 8（＋45）

2 6 , 3 3 3（＋36）

2 9 , 7 1 5（＋06）

1 8 , 6 2 0（－229）

男 性

女 性

世帯数
（　）前月比

　南
島
原
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事

務
局
員
募
集

●
採
用
人
員
　
１
名

●
勤
務
内
容

　
南
島
原
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
運
営
に

　
係
る
一
般
事
務

●
雇
用
資
格

・
20
歳
か
ら
55
歳
く
ら
い
の
方

・「
一
太
郎
」「
ワ
ー
ド
」
な
ど
の
ワ

　
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
お
よ
び
「
エ
ク
セ

　
ル
」
な
ど
の
表
計
算
ソ
フ
ト
の
一

　
般
的
な
操
作
が
で
き
る
方

・
普
通
免
許
を
お
持
ち
の
方

●
雇
用
条
件

　
勤
務
日
…
週
３
日
（
月
・
水
・
金
）

　
勤
務
時
間
…
４
時
間
／
日

　
時
　
給
…
８
３
０
円

　
勤
務
地
…
南
有
馬
町
内

　
そ
の
他
…
社
会
保
険
・
諸
手
当
等

　
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
し
「
南
島

原
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
局
申
し
込

み
」
と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入
れ
、

〒
８
５
９
ー
２
５
０
４
　
南
島
原
市

口
之
津
町
丙
１
９
５
３
　
平
　
秀
久

ま
で
（
６
月
15
日
必
着
）

☎
０
９
０
（
５
０
２
２
）
４
０
８
９

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
書
類
審

査
後
に
面
接
あ
り
（
日
時
は
後
日
連

絡
）

獣
医
師
試
験

●
採
用
人
員
　
10
名
程
度

●
受
験
資
格

・
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
も
の

・
獣
医
師
免
許
を
有
す
る
者
ま
た
は

　
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込

　
み
の
も
の

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
し

　
な
い
も
の

●
試
験
日
時

・
長
崎
会
場

　
平
成
18
年
７
月
15
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜

�

長
崎
県
庁
第
２
別
館
３
階
会
議
室

　（
長
崎
市
江
戸
町
２
ー
13
）

　
筆
記
試
験
・
面
接
試
験

・
東
京
会
場

　
平
成
18
年
７
月
15
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
（
筆
記
試
験
）

　
平
成
18
年
７
月
16
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
（
面
接
試
験
）

　
都
道
府
県
会
館
４
階
会
議
室
（
東

　
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２
ー
６
ー

　
３
）

●
提
出
書
類

・
受
験
願
書
（
１
通
）

・
履
歴
書
（
１
通
）

・
健
康
診
断
書
（
１
通
）

・
獣
医
師
免
許
証
の
写
（
既
取
得
者

　
の
み
）（
１
通
）

・
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
）
証
明
書

　（
１
通
）

●
募
集
期
間

　
平
成
18
年
５
月
15
日
㈪
〜
平
成
18

　
年
７
月
６
日
㈭

●
採
用
日
　

　
平
成
19
年
４
月
１
日

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
農
林
部
畜
産
課
（
〒
８
５

　
０
ー
８
５
７
０
　
長
崎
市
江
戸
町

　
２
ー
13
）

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
９
５
１

青
少
年
指
導
者
の
た
め
の
通

信
教
育

第
　

期
受
講
生
募
集

●
募
集
人
員
　
２
０
０
人

●
募
集
期
間
　

　
平
成
18
年
３
月
〜
９
月

●
受
講
資
格

　
広
く
青
少
年
に
関
わ
る
活
動
や
仕

　
事
を
し
て
い
る
人
（
30
歳
〜
65
歳

　
く
ら
い
ま
で
の
方
）

●
受
講
料

　
２
５，

０
０
０
円
（
２
年
分
）

　
な
お
、「
集
合
研
修
」（
３
泊
４
日

　
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
の
参
加
費
（
３

　
万
円
程
度
）
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

�

〒
８
５
０
ー
０
０
５
１

　
長
崎
市
大
黒
町
３
ー
１

�

長
崎
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

�

☎
０
９
５
（
８
２
２
）
４
１
０
１

28

　長崎県立有馬商業高等学校では、高等学校のもつ

教育的・文化的機能を広く地域社会に開放し、地域

の皆様の生涯にわたる学習要求にこたえるために県

立学校地域開放講座を開講いたします。　　

●受講対象者…一般成人（初心者）
　　　　　　【過去 3 年間に受講された方はご遠慮下さい】

●期　　間…６月20日㈫～７月14日㈮（全 8 回）
　　　　　　（各回１８：３０から開始します。）

●場　　所…長崎県立有馬商業高等学校　パソコン室

●講　　師…長崎県立有馬商業高等学校　商業科教員

●受講者定員…３６名
　　　　　　応募者多数の場合は学校において抽選します。

●受  講  料…無料

●申し込み期間…６月５日㈪～６月12日㈪

●申し込み方法…往復はがきに①氏名②年齢③住所

　④電話番号を記入のうえ

　〒 859-2414

　南島原市南有馬町丁 513

　長崎県立有馬商業高等学校『パソコン講座係』へ

　郵送してください。

●問い合わせ先

　長崎県立有馬商業高等学校

　担当：三浦秀明　☎ 0957 － 85 － 3121

主催：長崎県教育委員会　
主管：有馬商業高等学校・南島原市教育委員会

8 ７月14日㈮
インターネット(検索)・
閉講式

7 ７月11日㈫ POP広告(チラシ)の作成

6 ７月07日㈮
デジタルカメラから画
像を取り込んでの暑中
見舞い･年賀状の作成

5 ７月04日㈫ 簡単な表の作成（３）

4 ６月30日㈮ 簡単な表の作成（２）

3 ６月27日㈫ 簡単な表の作成（１）

2 ６月23日㈮ 簡単な文章の作成

1 ６月20日㈫
開講式・
基本操作（タイプ練習など）

18：30

20：30

回 実 施 期 日 講　座　内　容実施時間

〜

●受講対象者…15 歳（高校生）以上から一般
　　　　　　（ただし、15 歳未満の子供は必ず保護者同伴

　　　　　　　で参加ください）

●期　　間…６月 6 日㈫～７月 18 日㈫（全 6 回）
　　　　　　　（各回 20：00 から開始します。）

●場　　所…西有家総合学習センター（カムス）

●講者定員…２０名

●受 講 料…無　料

●申し込み方法…お電話で申し込みください

　　　　　　☎ 0957-82-3255（夜間のみ）（草野宅）

主催：西有家手話さーぁくる　
主管：長崎県ろうあ福祉協会

6 ７月18日㈫

5 ７月11日㈫

ろうあ者とのフリー
ディスカッション

会話をしてみましょう

4 ７月04日㈫
自己紹介

（家族・趣味・仕事など）

3 ６月20日㈫ 指文字・数字を覚えましょう

2 ６月13日㈫ つたえあってみましょう

1 ６月06日㈫
聴覚障害者とコミュニ
ケーションについて

20：00

21：30

回 実 施 期 日 講　座　内　容実施時間

〜

◎聴覚障害者と直接会話をしながら手話を学んで“お互いを理解しあう”ことが講座の狙いです。

募
　
　
　
　
集

募
　
　
　
　
集

【リハビリ教室Ａ型】

場 所…有家保健センター　（毎週月曜日）

　 　　加津佐保健センター（毎週火曜日）

時 間…13：30～15：30

パソコン講座受講生募集平成18年度
有馬商業高校地域開放講座

コミュニケーション講座

【視覚障害者のつどい】

場 所…加津佐保健センター（第2・4金曜日）

時 間…９：00～11：30
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※診療時間は午前９時から午後５時
　までです。
※変更になる場合がございますので、
　お電話でご確認ください。

85-3690菜の花クリニック
４日

電話番号休日在宅当番医日

南有馬町

82-8822石 川 内 科医院 西有家町

84-3123原 口 医 院
18日

北有馬町

72-2017泉 川 病 院 深江町

86-4523山北クリニック
25日

口之津町

72-2802池 田 医 院 布津町

86-4443しおた内科胃腸科医院
11日

口之津町

82-2430いその産婦人科 西有家町

町 名 電話番号休日在宅当番医日 町 名

平
成
　
年
度
消
防
設
備
士
試
験

●
試
験
の
種
類

　
甲
種
（
特
類･

第
１
類
〜
第
５
類
）

　
及
び
乙
種
（
第
１
類
〜
第
７
類
）

●
試
験
の
日
時

　
平
成
18
年
８
月
27
日
㈰
　

　
午
前
10
時
か
ら

●
試
験
の
場
所

・
長
崎
市
　
長
崎
大
学
経
済
学
部

・
佐
世
保
市
　
佐
世
保
工
業
高
等
学
校

・
五
島
市
　
長
崎
県
五
島
地
方
局

・
壱
岐
市
　
長
崎
県
壱
岐
地
方
局

・
対
馬
市
　
長
崎
県
対
馬
地
方
局
　

●
受
験
願
書
の
受
付
期
間

　
平
成
18
年
６
月
26
日
㈪
〜
７
月
10

　
日
㈪

●
受
験
願
書
用
紙
の
入
手
先

　
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

　
県
支
部
、
長
崎
県
消
防
保
安
室
、

　
長
崎
県
各
振
興
局
・
地
方
局
、
県

　
内
各
消
防
本
部
（
消
防
局
）

●
受
験
手
数
料

　
甲
種
　
５，

０
０
０
円

　
乙
種
　
３，

４
０
０
円

●
公
示
日
　
平
成
18
年
５
月
29
日
㈪

●
願
書
提
出
先
及
び
問
合
せ
先

　
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

　
県
支
部

　
〒
８
５
０
ー
０
０
３
７
　
長
崎
市

　
金
屋
町
９
ー
３
　
市
民
防
火
セ
ン

　
タ
ー
２
階

　
☎
０
９
５
（
８
２
２
）
５
９
９
９

　
℻
０
９
５
（
８
２
２
）
４
６
５
５

�
�県

立
長
崎
高
等
技
術
専
門
学
校

「
一
日
体
験
入
校
」
に
つ
い
て

●
実
施
日
時

　
平
成
18
年
７
月
12
日
㈬

　
午
前
10
時
半
〜
午
後
３
時

　（
受
付
　
午
前
９
時
半
〜
）

●
実
施
場
所

　
長
崎
県
立
長
崎
高
等
技
術
専
門
学
校

　
西
彼
杵
郡
長
与
町
高
田
郷
５
４
７

　
ー
２
１

●
参
加
対
象
者

　
高
等
学
校
在
校
生
及
び
一
般
の
方 

　
で
、
入
校
を
希
望
す
る
方
、
ま
た

　
は
訓
練
科
目
内
容
に
関
心
を
有
す

　
る
方

●
内
容

・
学
校
の
概
要
及
び
教
科
内
容
の
説

　
明

・
施
設
及
び
実
習
状
況
見
学

・
体
験
実
習

●
実
施
科
目
（
全
７
科
）

◇
２
年
課
程
（
４
科
）

・
電
気
配
管
シ
ス
テ
ム
課

・
自
動
車
整
備
科

・
建
築
設
計
施
工
科

・
機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
科

◇
１
年
課
程
（
３
科
）

・
溶
接
技
術
科

・
商
業
デ
ザ
イ
ン
科

・
観
光
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

●
申
し
込
み
方
法

　
高
等
学
校
在
校
生
は
進
路
指
導
の

　
先
生
を
通
じ
て
、
一
般
の
方
は
直

　
接
当
該
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
高
等
技
術
専
門
学
校
　
企
画

　
広
報
室

　
☎
０
９
５
（
８
８
７
）
５
６
７
１

　
℻
０
９
５
（
８
１
３
）
５
６
７
６

平
成
　
年
度
　
お
口
の
健
康

ま
つ
り

●
日
　
時
　
６
月
４
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
場
　
所
　
島
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　（
島
原
市
霊
南
２
丁
目
45
）

●
内
　
容

　
・
歯
科
検
診
、
歯
科
指
導
、
歯
科

　
相
談
・
フ
ッ
素
洗
口
、
塗
布
・
歯

　
周
病
の
リ
ス
ク
検
査
・
歯
に
良
い

　
お
や
つ
の
実
演
展
示
、
嚥
下
食
の

　
展
示
・
講
演
・
妊
婦
教
室
・
歯
科

　
保
健
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
な
ど

�

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

●
内
　
容
　
心
の
健
康
づ
く
り

●
講
　
師
　
田
口
善
弘
（
産
業
ス
ト

　
レ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

●
日
　
時
　
６
月
17
日
㈯
�

　
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
　
所
　
深
江
公
民
館

※
年
４
回
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま

　
す
。（
今
回
が
初
回
で
す
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

�

南
島
原
市
福
祉
保
健
部
健
康
保
健
課

☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
５
０

防
犯
ま
ち
づ
く
り
講
習
会

　
県
民
の
防
犯
へ
の
意
識
づ
け
と
地

域
で
の
自
主
防
犯
活
動
を
県
下
全
域

に
広
げ
て
い
く
た
め
、
子
ど
も
の
安

全
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
　
時
　
６
月
７
日
㈬

�
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
場
　
所
　
長
崎
市
民
会
館
文
化
ホ

　
ー
ル

●
内
　
容
　
立
正
大
学
小
宮
助
教
授

　
の
基
調
講
演
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
団
体
等
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

　
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
入
場
料
　
無
料

�

県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学

公
開
講
座

●
日
　
時
　
６
月
17
日
㈯

　
①
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
10
分

　
②
午
後
２
時
20
分
〜
午
後
３
時
30

　
分

●
内
　
容

　
①
「
健
や
か
に
活
き
る
た
め
の
食

　
事
学
」
（
講
師
：
武
藤
慶
子
・
栄

　
養
健
康
学
科
助
教
授
）

�

②
「
生
活
習
慣
病
と
ビ
タ
ミ
ン
」

　
（
講
師
：
宗
正
敏
・
栄
養
健
康
学

　
科
教
授
）

●
場
　
所
　
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト

　
大
学
本
部
棟
大
講
義
室
（
長
与
町

　
ま
な
び
野
１
ー
１
ー
１
）

●
申
込
方
法
　
当
日
受
付

●
受
講
料
　
無
料

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
人
体

被
害

●
講
　
師

�

貞
森
直
樹
（
看
護
学
科
教
授
）

●
日
　
時
　
６
月
27
日
㈫

�

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
場
　
所
　
出
島
交
流
会
館
２
階
研

　
修
室
（
長
崎
市
出
島
町
２
ー
11
）

●
申
込
方
法
　
当
日
受
付

●
受
講
料
　
無
料

高
齢
者
虐
待
の
理
解
と
予
防
・

防
止
対
策
ー
高
齢
者
虐
待
と

そ
の
発
生
原
因
を
理
解
し
防

止
対
策
を
考
え
る

●
講
　
師

　
福
間
和
美
（
看
護
学
科
教
授
）

●
日
　
時
　
７
月
13
日
㈭

　
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
30
分

●
場
　
所
　
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト

　
大
学
中
央
棟
Ｍ
１
０
３
講
義
室
（
長

　
与
町
ま
な
び
野
１
ー
１
ー
１
）

●
申
込
方
法
　
当
日
受
付

●
受
講
料
　
無
料

�

男
女
雇
用
機
会
均
等
推
進

セ
ミ
ナ
ー

●
日
　
時
　
６
月
19
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
　
所
　
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
長
崎

�

（
長
崎
市
茂
里
町
３
ー
20
）

●
内
　
容
　
①
基
調
講
演

�

　
　
　
　
②
事
例
発
表

●
講
　
師
　
玄
田
有
史
（
東
京
大
学

　
社
会
科
学
研
究
所
　
助
教
授
）

●
申
込
先
　
㈶
21
世
紀
職
業
財
団
長

　
崎
事
務
所
（
長
崎
市
大
黒
町
９
ー

　
22
）

�

☎
０
９
５
（
８
２
７
）
１
２
６
２

▼
お
問
い
合
わ
せ

�

長
崎
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
☎
０
９
５
（
８
０
１
）
０
０
５
０

�

船
員
さ
ん
の
健
康
管
理
手

帳
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

●
健
康
管
理
手
帳
制
度
と
は
？

　
退
職
さ
れ
た
船
員
さ
ん
で
石
綿
（
ア

　
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
健
康
被
害
を

　
受
け
た
方
が
対
象
で
す
。

　
申
請
に
よ
り
健
康
被
害
が
確
認
出

　
来
れ
ば
、
船
員
健
康
管
理
手
帳
が

　
交
付
さ
れ
、
年
２
回
の
健
康
診
断

　
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
九
州
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部

　
船
員
労
働
環
境
課
安
全
衛
生
係

　
☎
０
９
３
（
３
３
２
）
８
０
９
３

�

　
平
成
　
年
度
　
長
崎
県
銃
砲

刀
剣
類
登
録
審
査
会

　
銃
砲
や
刀
剣
は
原
則
と
し
て
所
持

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
用
件
を
満
た
す
古
式

銃
砲
や
刀
剣
は
、
審
査
を
受
け
て
「
銃

砲
刀
剣
類
登
録
証
」
の
交
付
を
受
け

れ
ば
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
登
録
審
査
会
日
程

　
平
成
18
年
６
月
12
日
㈪

　
長
崎
県
県
北
振
興
局
　
３
階
第
１

　
会
議
室

�

☎
０
９
５
６
（
２
３
）
４
２
１
１

　
平
成
18
年
９
月
11
日
㈪

　
平
成
18
年
12
月
12
日
㈫

　
平
成
19
年
３
月
12
日
㈪

　
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
　
長
崎
市
筑
後

　
町
４
ー
10

　
☎
０
９
５
（
８
２
２
）
２
２
５
１

●
審
査
時
間

�

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

●
持
参
す
る
も
の

・
当
該
銃
砲
刀
剣
類

・
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
（
新

　
規
登
録
の
場
合
の
み
）

●
手
数
料

・
新
規
登
録

　
１
件
あ
た
り
　
６，

３
０
０
円

・
登
録
証
再
交
付

　
１
件
あ
た
り
　
３，

５
０
０
円

▼
お
問
い
合
わ
せ

１．

長
崎
県
教
育
委
員
会
　
教
育
庁

学
芸
文
化
課

☎
０
９
５
（
８
９
４
）
３
３
８
４

※
登
録
証
の
再
交
付
を
申
請
さ
れ
る

方
は
、
審
査
会
以
前
に
右
記
連
絡
先

ま
で
必
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

２．

所
轄
所
お
よ
び
派
出
所

３．

南
島
原
市
教
育
委
員
会
　
文
化
課

☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
８
３

�

　
守
っ
て
！
電
波
の
ル
ー
ル

〜
６
月
１
日
か
ら
　

日
ま
で
は

　
　
　
電
波
利
用
保
護
旬
間
で
す
〜

　
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線

局
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
に

障
害
を
与
え
た
り
、
携
帯
電
話
の
通

信
を
妨
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
警
察
、

消
防
・
防
災
行
政
無
線
な
ど
人
命
に

関
わ
る
重
要
な
無
線
に
対
す
る
混
信
・

妨
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の

生
活
を
お
び
や
か
し
て
い
ま
す
。
不

法
に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
を
開
設
し

た
り
運
用
し
た
り
す
る
と
、
電
波
法

違
反
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
ル
ー
ル
（
電
波
法
）
を
守
っ
て

ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
九
州
総
合
通
信
局

　h
ttp

://w
w

w
.k

b
t.g

o
.jp

/

・
不
法
無
線
局

　
☎
０
９
６
（
３
６
８
）
８
６
５
６

・
受
信
障
害
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

　
☎
０
９
６
（
３
２
６
）
７
８
７
３

・
電
波
利
用
料

　
☎
０
９
６
（
３
２
６
）
７
８
０
５

・
そ
の
他
行
政
相
談

　
☎
０
９
６
（
３
２
６
）
７
８
１
９

　「
労
働
相
談
」
の
お
知
ら
せ

　
長
崎
県
で
は
、
労
働
条
件
や
労
使

関
係
な
ど
、
労
働
問
題
全
般
に
つ
い

て
、
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
賃
金
・
退
職
金
の
支
給
、
解
雇
・

退
職
な
ど
の
労
働
問
題
で
お
困
り
の

方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
、
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
労
働
相
談

　
祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
45
分

ま
で
）

●
弁
護
士
に
よ
る
無
料
労
働
相
談

　
祝
祭
日
を
除
く
毎
週
水
曜
日
（
午

後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
）

（
来
所
相
談
の
み
で
、
事
前
に
ご
一

報
下
さ
い
）

●
電
話
に
よ
る
相
談

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
１
２
０

ー
７
８
３
ー
２
５
８
（
携
帯
電
話
は

不
可
で
す
）

一
般
電
話
　
☎
０
９
５
（
８
２
１
）

１
４
５
７

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
長
崎
労
働
相
談
情
報
セ
ン

タ
ー
（
長
崎
市
桜
町
９
番
６
号
　
長

崎
県
勤
労
福
祉
会
館
１
階
）

　
☎
０
９
５
（
８
２
１
）
１
４
５
７

　
℻
０
９
５
（
８
２
１
）
１
４
８
０

　

18

18

18

おなかが張る月

梅雨の足腰の痛み火

おしっこが近い子ども水

目薬の使い方木

ひきこもり金

精液に血が混じったら土・日
※祝日は、前日のテープが流れます。

10

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

6 月の休日在宅当番医6 月の休日在宅当番医

長　崎 ☎095-826-5511
佐世保 ☎0956-23-4300

健康テレホンサービス
６月のテーマ



林
田
　
和
男

山
﨑
　
幸
成

渡
部
　
　
博

伊
藤
　
幸
雄

松
尾
　
　
強

吉
田
　
宗
生

池
田
　
克
子

大
久
保
聖
子

池
田
　
淳
一

綾
部
　
洋
一

石
川
　
伸
吾

林
田
　
武
吉

佐
藤
　
由
美

隈
部
　
修
司

野
原
麻
由
子

宮
﨑
　
　
太

永
吉
　
共
泰

小
玉
　
博
邦

川
上
　
若
男

板
山
　
雅
幸

柴
田
　
祐
佳

林
田
　
弘
樹

相
川
　
　
誠

井
口
　
孝
司

岩
本
　
貴
之

原
田
　
力
男

田
中
　
充
敏

森
　
　
貴
之

田
口
　
雅
之

松
尾
　
和
弥

天
本
　
　
貴

丸
山
浩
一
郎

本
多
　
史
親

鐘
ヶ
江
　
誠

金
子
　
修
二

金
子
憲
太
郎

中
村
　
隆
英

田
口
　
敏
一

酒
井
　
栄
三

永
田
　
昭
彦

溝
田
　
勝
幸

米
田
　
伸
也

内
田
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企画部

布津総合支所
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総務課・市民課・経済課・
建設課
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設
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上水道課・下水道課
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総務課・市民課・経済課・
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北有馬庁舎
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北有馬総合支所
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総務課・市民課・経済課・
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南有馬庁舎

教育委員会

南有馬総合支所

教育総務課・学校教育課・
生涯学習課・文化課

総務課・市民課・経済課・
建設課
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大
湊
　
　
学

太
田
　
幸
司

松
藤
　
義
孝

岡
　
　
寿
彦

泉
　
淳
一
郎

門
畑
　
祐
紀

黒
島
　
有
子

松
山
　
由
香

相
良
　
哲
春

綾
部
　
吉
富

平
湯
　
美
和

林
田
　
昭
義

松
坂
　
　
龍

高
稲
　
康
示

五
島
　
裕
一

林
田
　
直
幸

宮
本
　
和
明

本
田
新
太
郎

白
石
　
勝
也

平
木
　
清
隆

山
平
　
清
子

松
浦
　
　
強

市
山
　
知
美

平
湯
　
　
文

林
田
ひ
と
み

松
藤
ふ
み
よ

宮
田
　
広
子

久
間
　
節
子

栗
原
　
玲
子

福
田
　
和
昭

福
田
　
初
美

蒲
川
　
久
壽

髙
木
　
哲
也

池
田
フ
ミ
子

飛
永
　
政
憲

池
﨑
　
　
仁

大
﨑
　
和
宏

田
口
　
春
光

池
田
　
正
育

安
達
　
和
夫

萩
原
　
敏
秀

林
田
　
浩
行

太
田
　
洋
一

荒
木
　
祐
二

松
藤
　
利
明

小
村
　
祐
二

門
畑
　
貴
弘

松
尾
　
大
祐

林
田
　
博
泰

松
尾
　
輝
久

船
戸
　
俊
彦

永
江
　
健
一

山
口
　
康
治

森
野
　
浩
文

中
村
　
　
誠

酒
井
　
孝
博

立
川
　
徳
春

永
石
　
　
弘

本
村
　
　
満

池
田
　
義
光

笹
田
　
倫
正

岩
永
　
政
信

﨑
山
　
義
弘

森
内
　
講
紀

山
田
　
利
浩

永
石
　
哲
三

近
藤
　
淳
朗

島
村
　
龍
男

太
田
　
訓
俊

酒
井
　
　
宏

近
藤
　
政
介

本
村
　
吉
文

吉
田
　
幸
広

陣
川
　
　
勇

宮
﨑
　
武
彦

野
中
　
政
博

楠
田
　
浩
司

正
木
　
浩
司

林
田
　
裕
二

志
岐
　
利
幸

下
田
　
康
博

平
坂
　
密
重

水
島
　
隆
雄

西
田
　
光
宏

　
　
福
祉
団
体
班

　
　
保
　
護
　
班

監
査
委
員
事
務
局

　
　
監
　
査
　
班

口
之
津
総
合
支
所

　
総
　
務
　
課

　
　
総
　
務
　
班

　
市
　
民
　
課

　
　
市
民
窓
口
班

　
　
税
　
務
　
班

　
　
福
祉
保
健
班

　
経
　
済
　
課

　
　
経
　
済
　
班

　
建
　
設
　
課

　
　
土
木
管
理
班

　
　
上
下
水
道
班

教
育
委
員
会
口
之
津
事
務
所

　
　
教
育
振
興
班

福
祉
保
健
部

　
福
祉
事
務
所

　
健
康
保
健
課

　
　
総
務
母
子
班

　
　
成
人
高
齢
班

福
祉
保
健
部
福
祉
事
務
所

　
地
域
福
祉
課

　
　
総
務
障
害
班

　
　
児
童
家
庭
班

　
　
高
齢
福
祉
班

加
津
佐
総
合
支
所

　
総
　
務
　
課

　
　
総
　
務
　
班

　
　
地
　
籍
　
班

　
市
　
民
　
課

　
　
市
民
窓
口
班

　
　
税
　
務
　
班

　
　
福
祉
保
健
班

　
経
　
済
　
課

　
　
経
　
済
　
班

　
建
　
設
　
課

　
　
土
木
管
理
班

　
　
水
　
道
　
班

教
育
委
員
会
加
津
佐
事
務
所

　
　
教
育
振
興
班

　
　
加
津
佐
幼
稚
園

　
　
乳
ガ
浦
老
人
ホ
ー
ム

市
民
生
活
部
衛
生
局

　
南
有
馬
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
　
総
務
管
理
班

　
　
業
務
第
１
班

　
　
業
務
第
２
班

　
　
第
１
技
術
班

　
　
第
２
技
術
班

　
深
江
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
　
業
　
務
　
班

参
　
事

主
　
査

参
　
事

副
参
事

主
　
査

係
　
長

主
　
査

主
　
事

参
　
事
（
県
派
遣
）

主
　
査
（
県
派
遣
）

事
務
局
長

副
参
事

副
参
事

支
所
長

参
事
監
兼
課
長

参
　
事

参
　
事

参
　
事

主
　
査

参
事
監
兼
課
長

参
　
事

参
　
事

参
　
事

主
　
事

参
　
事

主
　
査

参
事
（
保
健
師
）

参
事
（
保
健
師
）

副
参
事

主
　
査

主
　
査

参
事
監
兼
課
長

（
農
委 

分
室
長
併
任
）

係
　
長

主
　
査

（
農
委 

主
査
併
任
）

主
　
事

課
　
長

係
　
長

主
　
査

参
　
事

主
　
査

主
　
査

事
務
所
長

参
　
事

主
　
査

主
　
事

部
　
長

福
祉
事
務
所
長

課
　
長

参
　
事

副
参
事
（
保
健
師
）

主
　
査

主
　
査

主
　
査

主
　
事

副
参
事

副
参
事
（
栄
養
士
）

副
参
事

主
　
査
（
保
健
師
）

主
　
査

課
　
長

副
参
事

副
参
事

主
　
事

主
　
事

参
　
事

参
　
事

副
参
事

主
　
査

主
　
事

参
　
事

副
参
事

副
参
事

主
　
査

支
所
長

参
事
監
兼
課
長

参
　
事

主
　
査

主
　
査

主
　
事

参
　
事

副
参
事

参
事
監
兼
課
長

参
　
事

主
　
事

主
　
事

主
　
事

副
参
事

主
　
査

参
　
事

主
　
査

主
査
（
保
健
師
）

技
師
（
栄
養
士
）

課
　
長

（
農
委 

分
室
長
併
任
）

副
参
事

主
　
査

（
農
委 

主
査
併
任
）

主
　
事

主
　
事

参
事
監
兼
課
長

副
参
事

主
　
査

主
　
査

主
　
査

主
　
事

参
事
監
兼
事
務
所
長

参
　
事

主
　
査

主
　
事

副
参
事
（
教
諭
）

主
　
査
（
教
諭
）

所
　
長

副
参
事
（
准
看
護
師
）

副
参
事

副
参
事

主
査
（
生
活
指
導
員
）

調
理
員

衛
生
局
長

参
事
監
兼
セ
ン
タ
ー
長

参
　
事

副
参
事

副
参
事

係
　
長

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

主
　
幹

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

主
　
幹

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

主
　
幹

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

業
務
技
術
員

セ
ン
タ
ー
長

副
参
事

副
参
事

技
　
師

業
務
技
術
員

加津佐庁舎

福祉保健部

加津佐総合支所

教育委員会加津佐事務所

健康保健課
福祉事務所 地域福祉課

総務課・市民課・経済課・
建設課

衛生局

南有馬衛生センター

深江衛生センター
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※ご希望により、お住まいの地区以外でも受けることが

　できます。　その場合は必ず前日までに、健康保健課

　（☎050-3381-5050）または各総合支所・住民センター

　へ連絡してください。

　事　業　名　

　事　業　名　

　事　業　名　

事　業　名 実 　施　 日 時　　　間

時　　　間

時　　　間

時　　　間 場　　　所

場　　　所

場　　　所

場　　　所 備　　　考

備　　　考

備　　　考

備　　　考

健 康 相 談

布 津 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー

世 紀 の 泉

深 江 公 民 館

布 津 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー

深 江 公 民 館

深 江 公 民 館

深 江 ふ る さ と 伝 承 館

深 江 ふ る さ と 伝 承 館

布 津 保 健 セ ン タ ー

深 江 公 民 館

布津地区

布津地区

布津地区

深江地区

平成16年09月～11月生

平成14年10月～11月生

生後３～６月

深江地区

深江・布津・有家・西有家地区

有家地区

西有家地区

西有家地区

生後３～90月

北有馬地区

南有馬地区

口之津地区

加津佐地区

生後３～６月

平成18年３月・平成17年11月・平成17年７月 生

生後３～90月

加津佐地区

平成14年８月～11月生

口之津地区40歳以上

平成18年３月・平成17年11月・平成17年７月 生

平成18年３月・平成17年11月・平成17年７月 生

生後３～６月

深江・布津・有家・西有家地区

平成15年11月～12月生

有家地区

深江地区40歳以上

深江地区40歳以上

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

西 有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

西 有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 総 合 支 所

北 有 馬 保 健 セ ン タ ー

原城オアシスセンター

口 之 津 保 健 セ ン タ ー

口 之 津 保 健 セ ン タ ー

口 之 津 保 健 セ ン タ ー

加 津 佐 保 健 セ ン タ ー

原城オアシスセンター

加 津 佐 保 健 セ ン タ ー

口 之 津 保 健 セ ン タ ー

加 津 佐 保 健 セ ン タ ー

加 津 佐 保 健 セ ン タ ー

口 之 津 保 健 セ ン タ ー

健 康 相 談

献 血

２ 歳 児 歯 科 検 診

両 親 学 級

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

婦人がん・骨粗鬆症検診

予 防 接 種（ ポ リ オ ）

乳 児 相 談

健 康 相 談

胃 が ん 検 診

健 康 相 談

基 本 健 診

胸 部 検 診

１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診

３ 歳 児 健 診

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

婦人がん・骨粗鬆症検診

原 爆 検 診

献 血

乳 児 相 談

両 親 学 級

13：00～15：00

09：00～12：00

09：00～12：00

13：00～終了まで

13：00～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

13：00～終了まで

13：30～終了まで

13：00～終了まで

13：00～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

10：00～11：00

09：00～15：00

13：30～15：30

08：30～11：00

09：00～12：00

09：00～12：00

09：00～15：00

13：30～15：30

09：00～12：00

09：00～12：00

09：00～12：00

09：00～12：00

10：00～15：00

9：30～11：30・12：30～15：30

13：00～15：00

実 　施　 日

実 　施　 日

実 　施　 日

６月７日（水）～８日（木）

６ 月 1 6 日（金）

６ 月 0 7 日（水）

６ 月 2 1 日（水）

６ 月 2 0 日（火）

６ 月 2 1 日（水）

６ 月 2 3 日（金）

６ 月 2 9 日（木）

６ 月 3 0 日（金）

６ 月 0 5 日（月）

６ 月 1 9 日（月）

北有馬・南有馬・口之津・加津佐地区

生後３～６月

平成18年３月・平成17年11月・平成17年７月 生

原城オアシスセンター

原城オアシスセンター

北 有 馬 保 健 セ ン タ ー

両 親 学 級 13：30～15：30

10：00～15：30

６ 月 0 7 日（水）

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ） ６ 月 1 3 日（火）

乳 児 相 談 ６ 月 2 1 日（水）

北有馬・南有馬・口之津・加津佐地区

平成16年８月～10月生

13：30～15：30

６ 月 2 0 日（火）

６ 月 0 8 日（木）

６ 月 0 7 日（水）

６ 月 2 1 日（水）

６ 月 0 7 日（水）

６ 月 2 2 日（木）

６ 月 2 3 日（金）

６ 月 2 7 日（火）

６ 月 2 8 日（水）

６月29日（木）～30日（金）

６ 月 0 5 日（月）

６ 月 1 9 日（月）

６ 月 2 3 日（金）

６ 月 2 1 日（水）

６ 月 1 6 日（金）

６ 月 1 4 日（水）

６ 月 1 4 日（水）

６ 月 1 2 日（月）

６ 月 0 7 日（水）

６ 月 0 6 日（火）

予 防 接 種（ ポ リ オ ）

乳 児 相 談

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診

両 親 学 級

献 血

３ 歳 児 健 診

基 本 健 診 ・ 胸 部 検 診

〈深江・布津地区〉 ○お問い合わせ先 （深江地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5121）（布津地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5131）

〈有家・西有家地区〉 ○お問い合わせ先 （有家地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5141）（西有家地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5151）

〈北有馬・南有馬地区〉 ○お問い合わせ先 （北有馬地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5161）（南有馬地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5171）

〈口之津・加津佐地区〉 ○お問い合わせ先 （口之津地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5181）（加津佐地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5191）

9：30～11：30・12：30～15：30

8：30～11：00・13：00～15：00

６月06日（火）～07日（水）

６月13日（火）～14日（水）

６月29日（木）～30日（金）

６月22日（木）～23日（金）

６月15日（木）～16日（金）

６月08日（木）～09日（金）

６月01日（木）～02日（金）

9：30～11：30・12：30～15：30

8：30～11：00・13：00～15：00

■開館時間　１０：００～１８：００

■休館日

　①毎週月曜日

　②国民の祝日(その日が月曜日の場合は翌日）

　③毎月の末日（図書整理日） 

　④年末年始（12月29日～1月3日） 

　⑤蔵書整理期間（年10日以内）

■蔵書数…約12万冊　■雑　誌…48誌 

■新　聞…５紙　　　■ビデオ

☆毎月の行事　｢おはなし会｣�

　第１･２･３火曜日　午後４時20分～

■開館時間  ９：３０～１８：００�
■休館日
　①毎週月曜日
　②毎月最終木曜日（その日が国民の祝日の場合
　は翌日。図書整理日）
　③年末年始（12月29日～１月３日）
　④蔵書整理期間（年10日以内）
■蔵書数…約６万冊　■雑  誌…１０７誌
■新　聞…１０紙　　■ＣＤ・ＤＶＤ
☆毎月の行事☆
　「工作ランド」　　第１土曜日 午前10時30分～
　「はなしの小箱」　第３土曜日 午後２時～
　「ありんこのす」　第４土曜日 午前11時～

■開室時間  １０：３０～１８：３０
■休室日
　①毎週月曜日（その日が国民の祝日の場合は翌日）       
　②毎月の末日（図書整理日）
　③年末年始（12月29日～１月３日）
　④蔵書整理期間(年10日以内)
■蔵書数…約３万冊　■雑　誌…４３誌
■新　聞…６紙　　　■ＤＶＤ・ビデオ
☆毎月の行事☆�
　「工作ひろば」
　第１土曜日　午後２時～
　「子どものひろば」
　第３土曜日　午後２時～

■開館時間  ①木曜日    　１２：００～２０：００  
　　　　　  ②木曜日以外 １０：００～１８：００ 
■休館日
　①毎週月曜日
　②国民の祝日（その日が月曜日の場合は翌日） 
　③毎月の末日（図書整理日）
　④年末年始（12月29日～１月３日）
　⑤蔵書整理期間(年10日以内) 
　　　　　　■蔵書数‥約６万冊　■雑　誌‥112誌   
　　　　　　■新　聞…12紙　　■ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオ

　　　　　　　　「原城図書館友の会」会員募集中�
　　　　　　　　 連絡先：原城図書館または、
　　　　　　　　 会長　西田（℡85ー3080）まで�

■開館時間  １０：００～１８：００�
■休館日
　①毎週月曜日�
　②国民の祝日(その日が月曜日の場合は翌日) 
　③毎月の末日(図書整理日) 
　④年末年始(12月29日～１月３日) 
　⑤蔵書整理期間(年10日以内) 
■蔵書数…約４万冊　■雑　誌…３５誌   
■新　聞…５紙
■ＣＤ･ＬＤ･ＤＶＤ･ビデオ
☆毎月の行事☆�
　「おはなし会」
　第２・第４日曜日
　午後２時～２時30分

■開館時間　１０：００～１８：００
■休館日
　①毎週月曜日�
　②国民の祝日（その日が月曜日の場合は翌日） 
　③毎月の末日（図書整理日）
　④年末年始（12月29日～1月3日）
　⑤蔵書整理期間（年10日以内）
■蔵書数…約５万冊　■雑　誌…４６誌   
■新　聞…６紙　　　■ビデオ
☆毎月の行事☆　｢おはなし会｣�
　第１土曜日　午後３時30分～４時  
　第２土曜日　午前10時30分～11時�
　第３土曜日　午後２時～２時30分�
※おしらせ　6月28日～30日は蔵書整理休館です。

新しく誕生した南島原市には、５つの図書館と１つの図書室が

あり､県内でも二番目に図書館が多い市です。

本を読みたいとき、何か調べたいとき、勉強したいとき…

ぜひ最寄りの図書館をご利用ください。

　図書館は、みなさんの“心豊かな生活”を応援します!!　

《利用案内》 貸出冊数 貸出期間

図　書　等 20冊以内 15日以内

視聴覚資料 ２点以内 ８日以内

※図書館によっては､貸出に年齢制限があります。

保健事業のご案内保健事業のご案内保健事業のご案内 6月6月

こんにちは 南島原市図書館です。こんにちは 南島原市図書館です。こんにちは 南島原市図書館です。
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月・MON 火・TUE 水・WED 木・THU 金・FRI 土・SAT日・SUN

編　 集　 後　 記

メーデー 八十八夜

芒種

憲法記念日 国民の休日 こどもの日・端午 立夏

時の記念日

●年金相談
　（南有馬総合支所
　 会議室）
　10：00～15：00

入梅

●年金相談
　（加津佐中央公民館）
　10：00～15：00

父の日 夏至

●交通事故巡回相談
　（島原市役所）　
　10：00～16：00
　

●年金相談
　（西有家住民センター
　 相談室）
　10：00～15：00

　「皆さんはマイフレンドであり、共に

問題に立ち向かった戦友です。お世話に

なりました。」「しかしながら今後は行政

もスリム化しなければなりません。」

　ともに、５月14日付けでその重責を

終えられた元山元南島原市長職務執行者

の退任挨拶の言葉です。

　新しい体制が整いつつあるなか、「今

まではこうだったのに」から「新しいま

ちで自分に何ができるか」考えさせられ

る言葉を残され新市長へバトンを渡され

ました。新しいまちづくりはこれからです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　隈部

　雨があがったあとの濡れた土のにおい

と、涼やかな空気がほのかに夏の始まり

を感じさせます。

　暖かな春の陽射しのもとに誕生した南

島原市は、さわやかな初夏の風の中、新

市長を迎えての再始動となりました。

　私は花が大好きです。でも南島原市の

大地に暮らす、たくさんの市民の皆さん

の笑顔の花はもっともっと素敵だと思い

ます。そんな笑顔の花が咲き乱れるよう

な市になれますように。　　　　　野原

　広報南島原５月創刊号の中で、間違いがありました。
　次のとおり訂正し、併せてお詫び申し上げます。
　●18ページ　『南島原市の概要』　加津佐町　イベント
　 「ビーチバレー大会朝日カップinかづさ」「水着撮影大会」
　は、現在催されておりませんでした。

●年金相談の予約・お問い合わせは各総合支所または住民センターでお尋ねください。

●人権擁護委員による特設人権相談所開設�
※開　設　日　平成18年６月１日㈭　※開設時間　午前10時～午後５時�

　　　　　　　●深 江 町…深江公民館　　　　　　●布 津 町…布津公民館　　●有 家 町…堂崎公民館（旧東公民館）
　　　　　　　●西有家町…南島原市役所（西有家庁舎３階Ａ会議室）　　　　　●北有馬町…北有馬老人福祉センター
　　　　　　　●南有馬町…原城オアシスセンター　●口之津町…口之津公民館　●加津佐町…加津佐総合福祉センター

●平成18年度　教科書展示会（口加高校）
　午前9時～午後5時まで
※14日～30日（月曜日から金曜日まで）

お詫びと訂正

食中毒防止  家庭で守る食の安全
健康保健課から市民のみなさまへお知らせ

  梅雨になると食中毒が増えてきます。

  家庭の食事からでも多発していますので、食中毒予防に心がけましょう。

食中毒予防の三原則

①付着しない
（食材の水洗い・器具の使い分け）

②増やさない
（早めに食べる・保管場所の注意）

③退治する
（加熱・手洗い）


